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◎定時総会報告

「第百九回定時総会議事報告」
◎午さん会講演録

『激動する世界情勢を読む』
  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／桃山学院大学 法学部 教授　松村　昌廣　氏

食
堂
よ
り
お
知
ら
せ

　

春
の
電
気
施
設
関
係
見
学
会
は
、電
気
、水
素

等
生
活
に
深
く
関
わ
り
の
あ
る
物
を
扱
う
施
設

を
見
学
い
た
し
ま
す
。

　

午
前
中
は
、関
西
電
力
送
配
電（
株
）中
央
給

電
指
令
所
を
見
学
。電
気
の
流
れ
を
監
視
し
、制

御
す
る
指
令
所
を
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　

ラ
ン
チ
は
、本
町
に
あ
る
フ
ラ
ン
ス
料
理
店「
カ

ル
ト
ブ
ラ
ン
シ
ュ
」で
、フ
レ
ン
チ
の
プ
チ
コ
ー
ス
を

お
愉
し
み
下
さ
い
。

　

午
後
か
ら
は
、堺
方
面
に
移
動
し
、（
株
）ハ
イ
ド

ロ
エ
ッ
ジ
に
て
水
素
製
造
プ
ラ
ン
ト
を
見
学
い
た
し

ま
す
。

　

そ
の
後
、堺
伝
匠
館
に
て
刃
物
を
は
じ
め
と
す

る
堺
の
伝
統
工
芸
に
つ
い
て
学
ん
で
い
た
だ
き
ま

す
。

　

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

開
催
日

令
和
五
年
四
月
二
十
六
日（
水
）【
雨
天
決
行
】

集　

合　
八
時
四
十
五
分　

中
央
電
気
倶
楽
部
一
階　

ロ
ビ
ー

行　

程　

�

ア
ロ
フ
ト
大
阪
堂
島（
旧
堂
島
ホ
テ
ル

前
）…
関
西
電
力
送
配
電（
株
） 

中
央

給
電
指
令
所（
見
学
）…
カ
ル
ト
ブ
ラ
ン

シ
ュ（
昼
食
）…（
株
）ハ
イ
ド
ロ
エ
ッ
ジ（
見

学
）…
堺
伝
匠
館（
見
学
・
お
土
産
）…
ア

ロ
フ
ト
堂
島
前
と
大
阪
駅（
十
七
時
頃

帰
着
予
定
）

定　

員　

二
〇
名（
同
伴
歓
迎
）先
着
順
と
し
ま
す
。

会　

費　

会　

員（
ご
家
族
含
む
）　

一
二
、〇
〇
〇
円

　
　
　
　

会
員
外　
　
　
　
　
　

 

一
五
、〇
〇
〇
円

（
会
費
は
当
日
ご
持
参
下
さ
い
。）

※
食
事
時
の
追
加
飲
物
は
自
己
負
担

申
込
み　

�
四
月
十
九
日（
水
）ま
で
に
Ｔ
Ｅ
Ｌ
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
倶
楽
部
事
務
局（
更
谷
）ま
で
お

申
し
込
み
下
さ
い
。

　
　
　
　

  �

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
六
―
六
三
四
五
―
六
三
五
六（
直
通
）

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
六
―
六
三
四
五
―
六
八
七
七

※�

開
催
日
の
前
々
日
以
降
は
、会
費
の
半

額
を
キ
ャ
ン
セ
ル
料
と
し
て
申
し
受
け

ま
す
。

春
の
電
気
施
設
関
係
見
学
会
の
ご
案
内

～今回の倶楽部ならでは～
◎一般には公開していない施設を見学
①関西電力送配電（株）中央給電指令所
・電力供給網の心臓部
最近の電力需給ひっ迫によりその役割がクローズアップ

②（株）ハイドロエッジ水素製造プラント
・�エネルギーとして利用する際もCO2を出さない脱炭素
社会への切り札として期待される水素の製造現場

◎ランチ（カルトブランシュ）
・�白いバラのシャンデリアがお迎えするフレンチレストラン
メニューには載っていない特別なコース料理をご提供

◎堺伝匠館
・�世界に誇る包丁などの展示を専属ガイドがご案内
刃物づくりの工程ごとの素材でできたシャンデリア
は見応えあり

期
間
限
定
メ
ニ
ュ
ー（
三
月
か
ら
）　

Ｖ
Ｏ
Ｌ
．２

「
幸（
ゆ
き
）え
び
」と

春
野
菜
の
ペ
ペ
ロ
ン
チ
ー
ノ

　

安
全
安
心
の
美
味
し
い
国
産
エ
ビ
を
使
っ
た
、

春
一
番
の
パ
ス
タ
を
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

「
幸
え
び
」と
は

　

関
西
電
力
の
子
会
社
「
海
幸
ゆ
き
の
や
」が
国

内
で
養
殖
し
、サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
シ
ス
テ
ム
で
育
て

た
エ
ビ
で
す
。

※
三
階
大
食
堂
に
て
ご
予
約
承
り
ま
す
。

　

二
日
前
ま
で
に
ご
予
約
願
い
ま
す
。

　

�

食
堂
の
混
雑
状
況
に
よ
り
、ご
予
約
で
き
な
い

事
が
ご
ざ
い
ま
す
。

サラダ・パン・コーヒー付き　￥2,000（税込）
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「近代化産業遺産」プレート

毎週金曜日の午さん講演会は、下
記の要領で開催いたしております
ので、多数ご出席ください。
出席資格：倶楽部会員およびご同

伴の方、会員会社の社
員の方

時　　間：12時～１3時40分頃
（講演12時40分～１3時40分）

場　　所：3階大食堂
食 事 代：一人会員2,200円（税込）

非会員2,500円（税込）
予　　約：不要
着　　席：自由着席

午さん講演会に
ご出席のおすすめ

三
月
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

一

水

電
寿
会
（
三
一
六
号
室
）

絵
画
部
（
水
彩
画
）（
B
一
〇
号
室
）

社
交
ダ
ン
ス
教
室
（
B
一
〇
号
室
）
十
七
時
〜

二

木

電
壮
会
講
演
会
（
十
一
時
〜
・
二
一
五
号
室
）『 

幕
末
の
日
露
交
渉
』

三

金

午
さ
ん
会　

講
演
『
徳
川
家
康〜

わ
れ
一
人
腹
を
切
て
、
万
人
を
助
く
べ
し
〜
』

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

名
誉
教
授　
　
　
　
　
　
　
　

笠
谷　

和
比
古　

氏

四

土

撞
球
部
例
会

五

日

六

月

青
年
会
例
会

七

火

八

水

社
交
ダ
ン
ス
教
室
（
B
一
〇
号
室
）
十
七
時
〜

九

木

十

金

午
さ
ん
会　

講
演
『
番
付
鳴
動 

〜
大
阪
場
所
の
見
所
〜
』

産
経
新
聞
社　

東
京
本
部　

運
動
部宝

田　

将
志　

氏

十
一

土

囲
碁
部
例
会

十
二

日

十
三

月

十
四

火

十
五

水

社
交
ダ
ン
ス
教
室
（
B
一
〇
号
室
）
十
七
時
〜

十
六

木

十
七

金

午
さ
ん
会　

講
演
『
少
子
化
・
子
育
て
・
日
本
の
未
来

〜
孫
持
ち
世
代
の
意
識
の
持
ち
方
〜
』

育
児
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー　
　
　
　

 

一
菜　

ち
か
こ　

氏

十
八

土

い
な
づ
ま
句
会
（
三
一
七
号
室
）

初
・
中
級
者
向
け
囲
碁
教
室
（
十
時
〜
十
二
時
・
二
〇
五
号
室
）

囲
碁
部
指
導
日

十
九

日

二
十

月

二
十
一

火

春
分
の
日

二
十
二

水

社
交
ダ
ン
ス
教
室
（
B
一
〇
号
室
）
十
七
時
〜

二
十
三

木

理
事
会
（
十
六
時
〜
十
七
時　

二
一
四
号
室
）

ゴ
ル
フ
部
例
会
（
茨
木
国
際
G
C
）

二
十
四

金

午
さ
ん
会　

休
会

電
気
記
念
日
祝
賀
会
（
五
階
大
ホ
ー
ル
）

二
十
五

土

将
棋
部
例
会
（
指
導
な
し
）
十
三
時
〜

二
十
六

日

二
十
七

月

二
十
八

火

二
十
九

水

社
交
ダ
ン
ス
部
例
会
（
B
一
〇
号
室
）
十
七
時
〜

三
十

木

三
十
一

金

午
さ
ん
会　

講
演
『
甲
子
園
の
審
判
は
見
た
＂
奇
跡
の
試
合
”』

（
有
）オ
フ
ィ
ス
キ
ジ
マ　

代
表
取
締
役

元 

高
校
野
球
審
判
、関
西
大
学
野
球
部
主
将

木
嶋　

一
黄　

氏

※
予
定
変
更
の
場
合
は
改
め
て
連
絡
い
た
し
ま
す
。

四
月
の
午
さ
ん
会
講
演（
予
定
）

◎
四
月
七
日
（
金
）

　

講
演
『
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
教
訓

反
戦
平
和
主
義（
パ
シ
フ
ィ
ズ
ム
）が
日
本
を
滅
ぼ
す
』

　
　
　
　
　
　

ア
ゴ
ラ
研
究
所　

フ
ェ
ロ
ー

　
　
　
　
　
　

東
海
大
学
海
洋
学
部　

非
常
勤
講
師

　
　
　
　
　
　

公
益
財
団
法
人　

国
家
基
本
問
題
研
究
所

客
員
研
究
員  　
　
　
　
　
　
　

潮　

匡
人　

氏

◎
四
月
十
四
日
（
金
）

　

講
演
『
宮
本
武
蔵　

五
輪
書
を
読
む

〜
世
界
に
通
用
す
る
サ
ム
ラ
イ
の
プ
リ
ン
シ
プ
ル
〜
』

　
　
　
　
　
　

関
西
大
学　

国
際
部
教
授

  　
　

ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
ベ
ネ
ッ
ト　

氏

◎
四
月
二
十
一
日
（
金
）

　

講
演
『
癒
し
の
ユ
ー
モ
ア
』

　
　
　
　
　
　

淀
川
キ
リ
ス
ト
教
病
院

名
誉
ホ
ス
ピ
ス
長 　

相
談
役　

柏
木　

哲
夫　

氏

◎
四
月
二
十
八
日
（
金
）

　

講
演
『
米
中
対
立　

ア
メ
リ
カ
の
戦
略
転
換
と
分
断
さ
れ
る
世
界
』

　
　
　
　
　
　

東
京
大
学　

東
洋
文
化
研
究
所

准
教
授  　
　
　
　
　
　
　
　

佐
橋　
　

亮　

氏

三
月
の
午
さ
ん
会
講
演

◎
三
月
三
日
（
金
）

　

講
演
『
徳
川
家
康

〜
わ
れ
一
人
腹
を
切
て
、
万
人
を
助
く
べ
し
〜
』

　
　
　
　
　
　

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

名
誉
教
授　
　
　
　
　
　

  

笠
谷　

和
比
古　

氏

◎
三
月
十
日
（
金
）

　

講
演
『
番
付
鳴
動 

〜
大
阪
場
所
の
見
所
〜
』

　
　
　
　
　
　

産
経
新
聞
社　

東
京
本
部　

運
動
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

宝
田　

将
志　

氏

◎
三
月
十
七
日
（
金
）

　

講
演
『
少
子
化
・
子
育
て
・
日
本
の
未
来

〜
孫
持
ち
世
代
の
意
識
の
持
ち
方
〜
』

育
児
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー　
　

  

一
菜　

ち
か
こ　

氏

◎
三
月
二
十
四
日
（
金
）　

休
会

◎
三
月
三
十
一
日
（
金
）

　

講
演
『
甲
子
園
の
審
判
は
見
た
＂
奇
跡
の
試
合
”
』

　
　
　
　
　
　
（
有
）オ
フ
ィ
ス
キ
ジ
マ　

代
表
取
締
役

　
　
　
　
　
　

元 

高
校
野
球
審
判
、関
西
大
学
野
球
部
主
将

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

木
嶋　

一
黄　

氏
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加

　藤

　新
理
事
長

津

　賀

　前
理
事
長

第百九回  定時総会議事報告

　

令
和
五
年
二
月
二
十
二
日
（
水
）
午
後
一
時
か
ら
当
倶
楽
部
に
お

い
て
、
第
一
〇
九
回
定
時
総
会
を
開
催
、
次
の
議
案
が
原
案
ど
お
り

報
告
、
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
新
役
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
記
の
と
お
り
選
任
さ
れ
ま
し
た

の
で
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

第
１
号
議
案　

令
和
四
年
度
事
業
報
告
の
件

　
　
　
　
　
　
（
令
和
四
年
一
月
一
日
か
ら

令
和
四
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
）

　

⑴
庶
　
　
務

　

⑵�

事
業
概
要

　

⑶
会
員
数
（
令
和
四
年
度
末
）

　
　

指
定
会
員　

一
、二
〇
二
名
（
三
二
八
社
）・
個
人
会
員　

二
三
九
名

　
　
　

計　
　
　

一
、四
四
一
名

第
２
号
議
案　

令
和
四
年
度
収
支
決
算
承
認
の
件

　
　
　
　
　
　
（
令
和
四
年
一
月
一
日
か
ら

令
和
四
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
）

第
３
号
議
案　

令
和
五
年
度
事
業
計
画
な
ら
び
に

　
　
　
　
　
　

収
支
予
算
報
告
の
件

第
４
号
議
案　

令
和
五
年
度
役
員
選
任
の
件

　

・
理　

事　
　

十
五
名
以
上
二
十
名
以
内

　

・
監　

事　
　

五
名
以
内

　

・
評
議
員　
　

五
十
名
以
内

第
一
〇
九
回　

定
時
総
会
議
事
報
告

貸 借 対 照 表
令和4年12月31日現在

正 味 財 産 増 減 計 算 書
令和4年1月1日から令和4年12月31日まで

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

円 円
Ⅰ 一般正味財産増減の部
１． 経常増減の部 減 価 償 却 費 9,646,526
（１）経常収益 清 掃 衛 生 費 5,223,399

特定資産運用利益 29 委 託 費 20,939,407
受 取 会 費 80,634,950 リ ー ス 料 17,130,249
事 業 収 益 (59,958,709) 行 事 費 1,859,376
貸 室 料 57,368,450 集 会 費 5,066,627

（テナント） (21,138,000) 図 書 費 403,520
（ 一 般 ） (36,230,450) 諸 会 費 44,600

食 堂 使 用 料 2,146,259 雑 費 8,775,191
駐 車 場 444,000 支 払 利 息 563,802
受 取 入 会 金 145,000 経　常　費　用　計 205,917,989
受 取 国 庫 助 成 金 253,261 当 期 経 常 増 減 額 △56,743,108
受取寄付金振替額 702,831
娯 楽 室 使 用 料 1,027,100 ２. 経常外増減の部
雑 収 益 6,453,001 （１）経常外収益
経 常 収 益 計 149,174,881 経 常 外 収 益 計 395,787,918

（２）経常費用 （２）経常外費用
役 員 報 酬 6,300,000 経 常 外 費 用 計 1
給 料 手 当 51,530,119 当 期 経 常 外 増 減 額 395,787,917
退 職 給 付 費 用 2,885,530 当期一般正味財産増減額 339,044,809
福 利 厚 生 費 9,205,881 一般正味財産期首残高 59,988,520
旅 費 交 通 費 2,819,910 一般正味財産期末残高 399,033,329
火 災 保 険 料 288,540
租 税 公 課 23,388,381 Ⅱ 指定正味財産増減の部
水 道 料 636,573 一般正味財産への振替額 △956,092
電 力 費 13,780,170 当期指定正味財産増減額 △956,092
印 刷 費 8,817,050 指定正味財産期首残高 16,545,793
通 信 費 1,823,637 指定正味財産期末残高 15,589,701
消 耗 品 費 2,697,782
修 繕 費 7,165,950
地 代 4,925,769 Ⅲ 正味財産期末残高 414,623,030

借　　　方 貸　　　方
科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

円 円
Ⅰ 資産の部 Ⅱ 負債の部
１. 流動資産 １. 流動負債

現 金 預 金 326,774,677 未 払 金 17,964,484
未 収 会 費 14,300 リ ー ス 債 務 4,152,384
未 収 金 2,906,976 前 受 会 費 17,803,550
前 払 費 用 1,913,440 預 り 金 3,257,455
立 替 金 212,504 1年内返済長期借入金 2,289,000
流 動 資 産 合 計 331,821,897 流 動 負 債 合 計 45,466,873

２. 固定資産 ２. 固定負債
⑴ 特定資産 長 期 リー ス 債 務 2,076,192

退職給付引当資産 12,872,500 敷 金 3,724,800
特別修繕積立資産（預金） 51,657,656 退 職 給 付 引 当 金 12,872,500
特別修繕積立資産（建物） 16,933,791 長 期 借 入 金 47,011,000
特別修繕積立資産（什器備品） 188,138 固 定 負 債 合 計 65,684,492
100周年記念事業寄付積立資産（預金） 4,677,698 負 債 合 計 111,151,365
100周年記念事業寄付積立資産（建物） 8,243,534
100周年記念事業寄付積立資産（構築物） 574,785
100周年記念事業寄付積立資産（什器備品） 1,872,616 Ⅲ 正味財産の部
利子補給助成金（預金） 221,068 １. 指定正味財産
社会貢献活動資産（預金） 444,049 国 庫 助 成 金 221,068
特 定 資 産 合 計 97,685,835 受 取 寄 付 金 15,368,633

⑵ その他の固定資産 指定正味財産合計 15,589,701
土 地 25,316,021 （うち特定資産への充当額） (15,589,701)
建 物 48,308,056 ２. 一般正味財産 399,033,329
什 器 備 品 6,670,730 （うち特定資産への充当額） (69,223,634)
敷 金 9,743,280 正 味 財 産 合 計 414,623,030
リ ー ス 資 産 6,228,576
その他の固定資産合計 96,266,663
固 定 資 産 合 計 193,952,498

資 産 合 計 525,774,395 負債及び正味財産合計 525,774,395

令
和
五
年　

　

 「
電
気
記
念
日
祝
賀
会
」
ご
案
内

日　
　

時	

令
和
五
年
三
月
二
十
四
日
（
金
）

	

十
五
時
〜
十
六
時
四
十
分

会　
　

場	

中
央
電
気
倶
楽
部　

五
階
大
ホ
ー
ル

　

一
、
祝　
　

典

	

十
五
時
〜
十
五
時
三
十
分

　
　

式　

辞

　
　
　
　

電
気
記
念
日
行
事
関
西
実
行
委
員
会

　
　
　
　

委
員
長

　
　

来
賓
祝
辞

　
　
　
　

近
畿
経
済
産
業
局
長
殿

　
　
　
　

関
西
電
力
株
式
会
社
社
長
殿

　
　
　
　

ア
ー
ク
灯
・
白
熱
灯

　
　
　

 

（
竹
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
電
球
）
点
灯
式

　
　

表　

彰

　
　
　
　

傘
寿
功
労
者
に
感
謝
状
贈
呈

　

一
、
記
念
講
演

	

十
五
時
四
十
分
〜
十
六
時
四
十
分

　
　

演　

題　

「
グ
ロ
ー
バ
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ
の

ト
レ
ン
ド
と
将
来
像
（
仮
）
」

　
　

講　

師　

E
Y
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
・
ア
ン
ド
・

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
株
式
会
社

早
瀬　
　

慶　

氏

　

※�

対
象
者
に
は
招
待
状
ま
た
は
案
内
状
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

※�

電
気
記
念
日
祝
賀
会
の
た
め
、三
月
二
十
四
日（
金
）は�

終
日
、囲
碁
・
将
棋
室
・
撞
球
室
・イ
ン
ド
ア
ー
練
習
場
は
ご

利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

　

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、日
本
電
気
協
会
関
西
支
部

　
　

事
務
局
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

　

去
る
二
月
二
十
二
日
（
水
）、
当
倶
楽
部
は

第
一
〇
九
回
定
時
総
会
に
お
い
て
令
和
五
年
度

の
役
員
を
選
出
し
、
定
時
総
会
後
の
理
事
会
で

互
選
の
結
果
、
京
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
の
加

藤
好
文
代
表
取
締
役
会
長
を
理
事
長
に
選
任
し

ま
し
た
。
同
時
に
、
昨
年
二
月
に
理
事
長
に
就

任
さ
れ
た
津
賀
一
宏
様
は
、
任
期
満
了
に
よ
り

理
事
長
を
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
津
賀
一

宏
様
は
評
議
員
と
し
て
、
引
き
続
き
当
倶
楽
部

の
運
営
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
。

　

昨
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
流
行
の
収
束
は

な
か
な
か
見
通
せ
ず
、
厳
し
い
経
営
状
況
が
続

き
ま
し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
中
、
津
賀
前
理
事

長
は
土
地
の
一
部
売
却
や
食
堂
事
業
の
安
定
化

と
い
っ
た
大
き
な
手
立
て
を
講
じ
ら
れ
、
ま
た
、

五
階
ホ
ー
ル
へ
の
最
新
映
像
装
置
の
導
入
や
倶

楽
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
刷
新
な
ど
、
会
員
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
や
倶
楽
部
の
魅
力
向
上
に
積
極
的

に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
い
っ
た
ご
尽
力
に
よ
り
最
近
の
倶
楽

部
の
ご
利
用
は
右
肩
上
が
り
に
増
加
し
て
お

り
、
当
倶
楽
部
創
立
一
一
〇
周
年
を
迎
え
る
令

和
五
年
度
に
向
け
て
の
礎
を
築
い
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
、
津
賀
前
理
事
長
の
ご
功
績
に
深
く

感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
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令
和
五
年
度
役
員
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

理　

事（
十
九
名
）

理
事
長
（
代
表
理
事
）

加
藤
好
文（
京
阪
電
気
鉄
道
）

常
務
理
事
（
代
表
理
事
） 

疋
田
孝た

か

純し

（
関
西
電
力
）

理　

事
大
川
博
己（
関
西
電
力
送
配
電
）

宮
本
信
之（
関
西
電
力
）

藤
崎
光
太
郎（
住
友
電
気
工
業
）

中
村　

忠（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク 
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

）

生
駒
昌
夫（
き
ん
で
ん
）

中
井　

誠（
近
畿
日
本
鉄
道
）

豆
崎
新
治（
阪
神
電
気
鉄
道
）

新
階
寛
仁（
南
海
電
気
鉄
道
）

小
原
一
泰（
阪
急
電
鉄
）

三
条
寛
和（
三
菱
電
機
）

松
原
達
哉（
古
河
電
気
工
業
）

前
田
一
樹（
富
士
電
機
）

堀
内
浩こ

う

祐す
け（
日
立
製
作
所
）

林　

広
道（
東

芝
）

竹
下
裕
二（
関
電
不
動
産
開
発
）

伊
貝
武
臣（
個
人
会
員
）

川
越
英
二（
個
人
会
員
）

監　

事（
四
名
）

西
澤
伸
浩（
関
西
電
力
）

加
茂
和
夫（
ダ
イ
ヘ
ン
）

野
田
正
信（
か
ん
で
ん
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

）

山
地　

進（
関
西
電
気
保
安
協
会
）

評
議
員（
四
十
七
名
）

森
本　

孝（
関
西
電
力
）

森　
　

望（
関
西
電
力
）

稲
田
浩
二（
関
西
電
力
）

松
本
正
義（
住
友
電
気
工
業
）

中
田
将
稔（
住
友
電
気
工
業
）

津
賀
一
宏（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク 

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

）

長な
が

榮え

周
作（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク 

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

）

上
坂
隆
勇（
き
ん
で
ん
）

伊
﨑
幸
治（
き
ん
で
ん
）

和
田
林
道み

ち

宜よ
し（
近
畿
日
本
鉄
道
）

都つ

じ司　

尚（
近
畿
日
本
鉄
道
）

藤
原
崇た

か

起お
き（

阪
神
電
気
鉄
道
）

秦　

雅
夫（
阪
神
電
気
鉄
道
）

遠あ
ち

北き
た

光て
る

彦ひ
こ（
南
海
電
気
鉄
道
）

芦
辺
直
人（
南
海
電
気
鉄
道
）

角　

和
夫（
阪
急
電
鉄
）

嶋
田
泰
夫（
阪
急
電
鉄
）

平
川
良
浩（
京
阪
電
気
鉄
道
）

岩
尾　

伸（
京
阪
電
気
鉄
道
）

新し
ん

家け

吉
裕（
三
菱
電
機
）

増
田
雅
人（
古
河
電
気
工
業
）

岡
西
良
仁（
富
士
電
機
）

筒
井
亮
太（
日
立
製
作
所
）

河
野
弘
幸（
東

芝
）

廣
江　

譲ゆ
ず
る（
関
電
プ
ラ
ン
ト
）

坂
崎
全ま

さ

男お

（
住
友
電
設
）

時
政
幸
雄（
関
電
サ
ー
ビ
ス
）

大
植
康
司（
関
電
Ｌ
＆
Ａ
）

竹
内
良
治（
伸
和
エ
ン
ジ
ニ
ヤ
リ
ン
グ
）

村
田
俊
彦（
大

林

組
）

下
村　

匡（
関
電
シ
ス
テ
ム
ズ
）

中
島　

宏（
関
電
パ
ワ
ー
テ
ッ
ク
）

幸こ
う

尾お

克
彦（
富

士

通
）

岡
田
雅
彦（
エ
ネ
ゲ
ー
ト
）

片
岡
正
憲（
日
本
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ポ
ー
ト

）

竹
中
統
一（
竹
中
工
務
店
）

横
井
正
温（
栗
原
工
業
）

布
山
尚
伸（
立
花
エ
レ
テ
ッ
ク
）

北
野
昌
平（
ダ
イ
ダ
ン
）

大
石
富
彦（
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｏ
テ
ク
ノ
ス
）

名
部
正
彦（
オ
プ
テ
ー
ジ
）

岡
本
耕
一（
南
斗
産
業
）

川
崎
幸
男（
関
電
エ
ネ
ル
ギ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

）

田
尻
哲
也（
ダ
イ
ヘ
ン
）

猪
谷
勇
三（
猪
谷
工
務
店
）

中
尾
佳
世
子（
個
人
会
員
）

梶
井
孝よ

し

泉み
つ（
個
人
会
員
）

令
和
五
年
度
委
員
会
・

　

グ
ル
ー
プ
懇
話
会
・
同
好
会
委
員

　
　
　
　
　
　

  

（
敬
称
略
五
十
音
順
）

【
常
設
委
員
会
】

文
化
・
集
会
委
員
会
　
委
員
（
五
名
）

（
長
）中
田　

恭
二（
個
人
会
員
）

上　
　

敏
郎（
日
本
電
通
）

梶
井　

孝
泉（
個
人
会
員
）

野
上　

勝
也（
個
人
会
員
）

水
谷　

敦
史（
日
本
電
気
協
会
関
西
支
部
）

食
堂
委
員
会
　
委
員
（
四
名
）

（
長
）奥
谷　

幸
司（
オ
ク
タ
ニ
サ
ー
モ
ス
）

中
尾
佳
世
子（
個
人
会
員
）

南
條　

正
幸（
関
西
鉄
道
協
会
）

山
下　

哲
也（
日
本
電
機
工
業
会
）

図
書
委
員
会
　
委
員
（
四
名
）

（
長
）越
智　

克
司（
個
人
会
員
）

大
田
垣
文
雄（
関
西
電
気
関
連
学
会
事
務
セ
ン
タ
ー

）

阪
部　

光
雄（
大
阪
バ
ス
協
会
）

南
山　

文
代（
個
人
会
員
）

【
グ
ル
ー
プ
懇
話
会
】

電
寿
会
　
幹
事
（
二
名
）

（
代
）吉
川　

隆
俊（
個
人
会
員
）

妹
尾
由
明（
個
人
会
員
）

電
壮
会
　
幹
事
（
九
名
）

（
代
）猪
谷　

勇
三（
猪
谷
工
務
店
）

伊
貝　

武
臣（
個
人
会
員
）

景
山　
　

績（
個
人
会
員
）

川
越　

英
二（
個
人
会
員
）

駒
井　

幹
彦（
個
人
会
員
）

鈴
森　
　

惇（
個

人

会

員
）

松
本　

好
治（
個

人

会

員
）

安
田
紘
一
郎（
個

人

会

員
）

山
田
拓
幸（
個
人
会
員
）

青
年
会
　
幹
事
（
三
名
）

（
代
）石
田　

貴
志（
石
田
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
）

池
田　

雄
二（
大
同
電
機
製
作
所
）

永
木　

祥
弘（
永
木
精
機
）

【
同　

好　

会
】

撞
　
球
　
部
　
委
員
（
四
名
）

（
長
）村
上　

幸
夫（
個
人
会
員
）

池
端　
　

博（
日
本
リ
ー
テ
ッ
ク
）

石
塚　

正
和（
個
人
会
員
）

冨
山　

勝
幸（
個
人
会
員
）

麻
　
雀
　
部
　
委
員
（
三
名
）

（
長
）景
山　
　

績（
個
人
会
員
）

市
川　

克
彦（
個
人
会
員
）

野
村　

和
夫（
個
人
会
員
）

囲
　
碁
　
部
　
委
員
（
四
名
）

（
長
）廣
川　

強
士（
個
人
会
員
）

竹
内　
　

建（
個
人
会
員
）

村
上　

幸
夫（
個
人
会
員
）

山
田　
　

進（
個
人
会
員
）

将
　
棋
　
部
　
委
員
（
三
名
）

（
長
）井
上　
　

紘（
個
人
会
員
）

井
上　

清
志（
酒
井
鉄
工
所
）

上
村　

好
行（
個
人
会
員
）

俳
　
句
　
部
　
委
員
（
二
名
）

（
長
）冨
山　

勝
幸（
個
人
会
員
）

難
波　

正
行（
個
人
会
員
）

ゴ
ル
フ
部
　
委
員
（
五
名
）

（
長
）石
田　

貴
志（
石
田
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
）

久
保　

恭
人（
服
部
建
築
事
務
所
）

河
内　

正
志（
個
人
会
員
）

松
山　

三
雄（
マ
ツ
ヤ
マ
電
機
）

山
田　

拓
幸（
個
人
会
員
）

写
　
真
　
部
　
委
員
（
三
名
）

（
長
）鈴
森　
　

惇（
個
人
会
員
）

玉
置　

喜
章（
個
人
会
員
）

土
方　

利
洋（
個
人
会
員
）

社
交
ダ
ン
ス
部
　
委
員
（
四
名
）

（
長
）奥
谷
安
規
子（
個
人
会
員
）

尾
谷　

昌
彦（
個
人
会
員
）

世
瀬　

義
久（
個
人
会
員
）

渡
部　

昌
子（
個
人
会
員
）

絵
　
画
　
部
　
委
員
（
三
名
）

（
長
）北
本　

浩
之（
個
人
会
員
）

白
水　

稔
郎（
個
人
会
員
）

並
木　

宏
德（
個
人
会
員
）

（
長
）
＝
委
員
長　
（
代
）
＝
代
表
幹
事



講演録  激動する世界情勢を読む

CENTRAL ELECTRIC CLUB (2023.3.1)  8  9  CENTRAL ELECTRIC CLUB (2023.3.1)  

松村　昌廣 氏  プロフィール
略　歴	 1986年　関西学院大学 法学部 政治学科卒業
	 米オハイオ大学大学院 政治学研究科修士課程

（修士号取得）
	 米メリーランド大学大学院 政治学研究科博士課程

（博士号取得）
	 �現在、桃山学院大学法学部 教授、（一社）平和・安全保障

研究所 研究委員。
	 �この間ハーバード大学 オーリン戦略研究所 国家安全

保障学ポストドクトラルフェロー、米国防大学 国家戦
略研究所 客員研究員、ブルッキングス研究所 北東ア
ジア研究センター 招聘研究員、ヘリテージ財団 アジ
ア研究センター 客員研究員、ケイトー研究所外交政策
プログラム 客員研究員などを務める。

午
さ
ん
会
講
演
録

桃
山
学
院
大
学 

法
学
部 

教
授

　
　
　
　
　
　

松
村
　
昌
廣  

氏

～
は
じ
め
に
～

　

今
、
日
本
国
内
で
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
台

湾
に
関
す
る
情
報
が
乱
れ
て
い
る
気
が
し

ま
す
。
情
報
の
一
割
く
ら
い
が
ガ
セ
ネ
タ

で
、
残
り
の
九
割
も
か
な
り
偏
っ
た
も
の

に
な
っ
て
い
ま
す
。
マ
ス
コ
ミ
な
ど
み
て

い
れ
ば
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
や
ワ
シ
ン
ト
ン
ポ
ス
ト
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
な
ど
、
英
語
で

発
信
さ
れ
る
元
々
の
情
報
の
段
階
で
戦
争

プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

　

現
象
面
と
し
て
は
、
世
界
で
様
々
な
こ

と
が
起
き
て
い
ま
す
が
、
事
の
本
質
は

ア
メ
リ
カ
の
覇
権
が
崩
壊
を
続
け
て
い

て
、
そ
れ
が
深
刻
化
し
て
い
る
こ
と
に

あ
り
、
こ
れ
が
キ
ー
と
な
っ
て
そ
れ
に

付
随
し
た
現
象
が
起
き
て
い
る
と
理
解

す
る
べ
き
で
す
。
で
す
か
ら
、
い
ろ
い

ろ
な
ニ
ュ
ー
ス
に
接
し
て
も
、
そ
の
現

象
面
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
そ
れ
ら
が
ア
メ

リ
カ
の
覇
権
崩
壊
と
ど
の
よ
う
に
関
係

し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
ふ
う
に
み
て

い
く
と
、
頭
を
混
乱
さ
せ
ず
に
、
す
っ

と
見
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

十
九
世
紀
は
パ
ッ
ク
ス
ブ
リ
タ
ニ
カ

の
時
代
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
な
か
ん
ず

く
イ
ギ
リ
ス
覇
権
で
世
界
が
動
い
て
い

ま
し
た
。
二
十
世
紀
は
ア
メ
リ
カ
の
時

代
へ
と
移
り
ま
し
た
が
、
時
代
は
ず
っ

と
は
続
き
ま
せ
ん
。
現
在
は
ア
メ
リ
カ

の
時
代
が
崩
れ
そ
う
な
ま
ま
で
崩
れ
ず

続
い
て
い
る
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

問
題
は
こ
の
二
十
一
世
紀
、
ど
う
な
っ

て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
い

ず
れ
、
当
然
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
の
覇

権
は
崩
壊
す
る
と
い
う
大
き
な
流
れ
で
、

今
の
世
界
の
情
勢
を
な
が
め
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

～
米
国
覇
権
の
崩
壊
の
過
程
～

　

ア
メ
リ
カ
の
覇
権
に
揺
ら
ぎ
が
出
て
い

る
理
由
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
で
も
コ
ロ
ナ

で
も
な
く
、
実
は
一
九
七
一
年
に
ニ
ク
ソ

ン
シ
ョ
ッ
ク
が
起
き
た
と
き
、
製
造
力
を

ベ
ー
ス
に
し
た
ア
メ
リ
カ
の
覇
権
は
終
わ

り
が
見
え
て
い
た
の
で
す
。
そ
の
ま
ま
ア

メ
リ
カ
は
八
十
年
代
を
戦
い
、
同
時
に
ソ

連
と
の
最
終
決
戦
を
に
ら
み
な
が
ら
、
ド

イ
ツ
、
日
本
と
競
争
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
の
で
す
。
し
か
も
ソ
連
に
勝
利
す

る
た
め
に
、
ア
メ
リ
カ
は
同
盟
国
で
あ
る

日
本
、
ド
イ
ツ
そ
の
他
と
妥
協
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
結
果
と
し
て
ア

メ
リ
カ
の
経
済
が
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
り
ま
し

た
。

　

し
か
し
ア
メ
リ
カ
の
覇
権
は
終
わ
ら

ず
、
九
十
年
代
に
入
り
、
金
融
業
を
ベ
ー

ス
に
し
た
ア
メ
リ
カ
覇
権
パ
ー
ト
２
が
始

ま
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
二
〇
〇
八
年
、リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
っ
て
世
界
的
な
金
融

危
機
が
起
こ
り
、
そ
の
流
れ
の
ま
ま
で
今

日
に
い
た
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
ア
メ
リ

カ
の
覇
権
は
、
い
つ
潰
れ
て
も
お
か
し
く

な
い
状
態
の
ま
ま
、
ご
ま
か
し
な
が
ら
続

い
て
い
る
の
で
す
。

　

ア
メ
リ
カ
の
覇
権
が
崩
れ
て
い
く
の

は
、
ア
メ
リ
カ
人
自
身
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人

も
日
本
人
も
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か

ら
、
そ
れ
を
保
た
せ
る
の
か
、
あ
き
ら
め

る
の
か
。
あ
き
ら
め
る
の
な
ら
、ど
う
や
っ

て
長
持
ち
さ
せ
る
の
か
。
今
、
そ
の
つ
ば

ぜ
り
合
い
が
行
な
わ
れ
て
い
る
状
況
で

す
。

　

冷
戦
が
終
結
す
る
ま
で
は
、
あ
る
意
味
、

米
ソ
の
二
国
で
賄
っ
て
い
た
世
界
秩
序
維

持
の
コ
ス
ト
は
、
今
は
す
べ
て
を
ア
メ
リ

カ
が
賄
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
す

か
ら
、
ア
メ
リ
カ
に
し
て
み
れ
ば
、
組
み

直
し
た
ほ
う
が
覇
権
を
維
持
す
る
コ
ス
ト

を
軽
減
で
き
る
と
い
う
わ
け
で
す
。
日
本

の
安
保
三
文
書
の
閣
議
決
定
も
そ
の
流
れ

の
中
に
あ
り
、
日
本
よ
、
も
っ
と
分
担
し

て
く
れ
よ
と
い
う
お
金
の
話
な
の
で
す
。

　

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
世
界
的
な

金
融
危
機
は
経
済
面
の
事
象
で
す
が
、
一

昨
年
の
八
月
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
撤
退

で
、
覇
権
崩
壊
の
流
れ
が
、
経
済
面
で

も
安
保
面
で
も
起
き
て
い
る
こ
と
が
は
っ

き
り
し
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
覇
権
崩
壊

と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
み
れ
ば
、
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
撤
退
は
ア
メ
リ
カ
本
土
か
ら
ほ
ど

遠
い
中
東
で
の
現
象
と
み
え
て
、
本
質
的

に
は
ワ
シ
ン
ト
ン
内
部
の
内
ゲ
バ
で
す
。

二
〇
二
一
年
一
月
、
ア
メ
リ
カ
の
国
会
議

事
堂
が
襲
撃
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
よ
う
な
辺
境
ど
こ
ろ
で

は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
の
ど
真
ん
中
で
起
き

た
事
件
で
す
。
こ
れ
を
み
て
も
、
ア
メ
リ

カ
の
崩
壊
を
巡
る
内
ゲ
バ
状
態
が
か
な
り

極
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ト

ラ
ン
プ
が
ど
う
だ
、
バ
イ
デ
ン
が
あ
あ
だ
、

国
会
議
事
堂
が
襲
撃
さ
れ
た
と
か
、
い
ろ

い
ろ
と
あ
る
話
も
す
べ
て
、
見
方
を
変
え

れ
ば
早
い
話
、
ア
メ
リ
カ
の
覇
権
を
ど
う

す
る
の
か
と
い
う
内
ゲ
バ
な
の
で
す
。

～
大
局
か
ら
見
た

世
界
秩
序
の
落
と
し
ど
こ
ろ
～

　

覇
権
と
は
、
世
界
秩
序
の
あ
り
方
で
す
。

ひ
と
つ
の
強
大
な
国
家
が
世
界
を
統
一
す

る
の
か
、
五
つ
六
つ
ほ
ど
の
主
要
な
列
強

国
が
世
界
秩
序
を
つ
く
る
の
か
と
い
う
こ

と
で
す
。
人
類
の
歴
史
は
後
者
を
進
ん
で

き
ま
し
た
が
、
過
去
七
十
年
く
ら
い
で
み

れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
が
図
抜
け
た
存
在
で
、

あ
と
は
ロ
シ
ア
、
中
国
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸

国
が
あ
る
と
い
う
形
で
し
た
。
現
状
は
、

ア
メ
リ
カ
覇
権
崩
壊
後
の
世
界
秩
序
を
、

こ
の
ど
ち
ら
で
イ
メ
ー
ジ
す
る
の
か
と
い

う
内
ゲ
バ
で
も
あ
る
わ
け
で
す
。

　

ア
メ
リ
カ
の
覇
権
は
、
崩
壊
す
る
の
か

し
な
い
の
か
で
は
な
く
、
崩
壊
し
て
い
く

の
は
明
ら
か
で
す
が
、
い
つ
ど
の
よ
う
な

形
で
崩
壊
し
て
い
く
の
か
、
つ
ま
り
、
で

き
る
だ
け
今
の
形
を
保
た
せ
て
い
く
の

か
、
も
し
く
は
で
き
る
だ
け
早
く
清
算
し

て
、
次
の
段
階
に
い
く
の
か
と
い
う
こ
と

が
問
題
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
世
界
は
、
ア
メ

リ
カ
が
非
常
に
得
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て

日
本
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
も
含
め
て
、
ア
メ
リ

カ
の
覇
権
に
協
力
し
た
国
々
と
人
々
、
特

に
権
力
者
、
利
得
者
は
、
今
の
体
制
が
続

い
て
ほ
し
い
と
考
え
ま
す
。
当
然
、
今
の

体
制
を
で
き
る
だ
け
保
た
せ
た
い
。
し

か
し
、
ア
メ
リ
カ
に
し
て
み
れ
ば
、
コ
ス

『
激
動
す
る
世
界
情
勢
を
読
む
』
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ト
が
大
き
す
ぎ
て
覇
権
を
維
持
で
き
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
ア
メ
リ
カ
は
一

国
で
世
界
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
半
分
弱
を
占
め
て

い
ま
し
た
。
金
保
有
量
に
い
た
っ
て
は
六

割
か
ら
七
割
で
し
た
。
今
は
ど
う
か
と
い

う
と
、
一
番
新
し
い
統
計
で
は
、
ア
メ
リ

カ
は
世
界
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
二
三
％
に
ま
で
落

ち
て
い
ま
す
。
軍
事
費
は
四
〇
％
超
で
す
。

世
界
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
二
三
％
し
か
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
軍
事
費
は
四
〇
％
超
も

あ
る
。
続
く
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ム
リ

ヤ
リ
続
け
れ
ば
経
済
に
負
担
が
か
か
り
ま

す
。
実
際
、
負
担
が
か
か
り
す
ぎ
て
い
る

た
め
に
、
中
国
な
ど
に
追
い
つ
か
れ
よ
う

と
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

普
通
に
考
え
れ
ば
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
レ
ベ
ル

に
直
接
（
軍
事
的
）・
間
接
の
介
入
コ
ス

ト
を
合
致
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
は
同
盟
国

に
分
担
協
力
さ
せ
よ
う
と
い
う
話
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
ア
メ
リ
カ
の
覇
権
シ

ス
テ
ム
の
下
で
平
和
で
豊
か
に
や
っ
て
き

た
ア
メ
リ
カ
人
、
そ
し
て
先
進
国
の
人
間

た
ち
の
多
く
も
こ
れ
を
望
ん
で
い
る
は
ず

で
す
。

　

と
こ
ろ
が
実
際
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は

ブ
リ
ン
ケ
ン
国
務
長
官
や
こ
の
問
題
の
中

心
に
な
っ
て
い
る
ヌ
ー
ラ
ン
ド
国
務
次
官

と
い
っ
た
ネ
オ
コ
ン
の
人
た
ち
の
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
や
思
い
入
れ
に
引
っ
張
ら
れ
、
そ

の
望
み
と
ま
っ
た
く
逆
の
こ
と
を
し
て
い

ま
す
。
現
実
主
義
的
に
は
軍
事
面
で
の
縮

小
再
編
成
を
し
て
、
崩
壊
過
程
に
入
っ
て

い
る
ア
メ
リ
カ
の
覇
権
を
で
き
る
だ
け
長

持
ち
さ
せ
る
こ
と
が
本
来
の
筋
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
自
由
と
民
主
主
義
の
美

名
の
も
と
、
巨
額
の
軍
事
援
助
を
し
て
い

ま
す
。
逆
の
方
向
へ
と
進
ん
で
し
ま
っ
て

い
る
わ
け
で
す
。

　

今
の
状
況
を
や
め
る
こ
と
が
で
き
な

い
の
は
、
英
仏
を
含
め
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
国
々
は
ア
メ
リ
カ
の
従
属
国
で
あ
り
、

日
本
は
さ
ら
に
そ
の
度
合
い
が
強
い
た

め
、
ア
メ
リ
カ
を
止
め
ら
れ
る
国
が
な
い

か
ら
で
す
。
縮
小
再
編
成
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
に
、
無
理
筋
で
拡
大
し
て
間
接

軍
事
介
入
コ
ス
ト
が
膨
れ
上
が
っ
て
い
ま

す
。
ア
メ
リ
カ
の
債
務
総
額
は
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
で
最
大
一
京
円
、
公
的
債
務
だ

け
で
も
四
千
兆
円
の
負
債
に
達
し
て
お

り
、
こ
れ
以
上
借
金
を
増
や
し
て
は
な
ら

な
い
の
に
、
ま
た
ぞ
ろ
国
債
の
上
限
を
引

き
上
げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ま
す
ま
す

悪
い
状
態
へ
と
動
き
、
末
期
的
な
状
態
に

な
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
で
き
れ
ば
ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
し
て
ほ
し
い
の
で
す
が
、
株
価
を
み

て
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
ま
ま
い
け
ば
い

つ
か
ハ
ー
ド
ク
ラ
ッ
シ
ュ
を
し
て
し
ま
う

と
い
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
が
ど

ん
ど
ん
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

対
し
て
、
典
型
的
主
権
国
家
で
あ
る
ロ

シ
ア
や
中
国
は
ア
メ
リ
カ
の
属
国
に
な
ど

な
り
た
く
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
徹
底
的
に

反
抗
し
ま
す
。
実
際
に
、
ア
メ
リ
カ
を
一

方
と
し
、
ロ
シ
ア
、
中
国
を
他
方
と
す
る

激
烈
な
政
治
的
対
立
、
駆
け
引
き
と
い
う

も
の
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

報
道
を
み
れ
ば
、
ロ
シ
ア
や
中
国
は
と

ん
で
も
な
い
国
だ
と
い
う
ふ
う
に
映
り
ま

す
が
、
こ
れ
を
政
治
的
な
秩
序
云
々
、
国

際
秩
序
云
々
と
い
う
観
点
か
ら
み
れ
ば
、

ア
メ
リ
カ
は
か
な
り
の
無
茶
を
し
て
い
る

状
況
な
の
で
す
。

　

国
連
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
形
の
上
で
は
第
二
次
世

界
大
戦
後
の
世
界
秩
序
は
、
国
連
憲
章
に

代
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
連
と
い
え
ば
安

全
保
障
理
事
会
で
あ
り
、
安
保
理
と
い
え

ば
拒
否
権
を
有
し
た
常
任
理
事
国
の
五
大

国
、
つ
ま
り
、
も
と
も
と
は
日
独
伊
の
枢

軸
国
を
戦
争
で
倒
し
た
「
聯
合
国
」
に
よ

る
軍
事
同
盟
国
で
す
。

　

世
界
秩
序
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
変
わ
る
も

の
で
は
な
く
、
何
十
年
、
あ
る
い
は
百
年

に
一
度
変
わ
る
も
の
で
、
大
戦
争
の
後
、

よ
く
も
悪
く
も
勝
利
し
た
国
が
つ
く
る

も
の
で
す
。
今
の
秩
序
も
、
常
任
理
事
国

の
五
大
国
が
団
結
し
て
つ
く
っ
た
も
の
で

す
。
今
は
第
二
次
世
界
大
戦
を
勝
ち
抜
い

た
国
々
の
団
結
が
壊
れ
か
け
て
い
る
状
態

で
す
。
ま
だ
完
全
に
壊
れ
て
は
い
ま
せ
ん

が
、
こ
れ
が
本
当
に
壊
れ
て
し
ま
え
ば
、

第
一
次
世
界
大
戦
、
第
二
次
世
界
大
戦
の

よ
う
な
世
界
戦
争
が
起
こ
り
ま
す
。
ウ
ク

ラ
イ
ナ
戦
争
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、
核
兵

器
ま
で
使
わ
れ
た
と
な
れ
ば
、
そ
れ
は
も

う
第
三
次
世
界
大
戦
の
始
ま
り
と
な
り
ま

す
。
世
界
は
今
、
す
で
に
第
三
次
世
界
大

戦
の
淵
に
立
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
今
、

私
た
ち
は
そ
う
い
う
危
機
に
直
面
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
米
欧
は
火
遊
び
を

続
け
て
い
る
と
い
う
の
が
現
在
の
姿
と
い

え
ま
す
。

～
ロ
シ
ア
に
つ
い
て
～

　

先
進
国
首
脳
会
議
の
こ
と
を
Ｇ
７
と
呼

ん
で
い
ま
す
が
、
か
つ
て
ロ
シ
ア
を
入
れ

て
、
Ｇ
８
で
あ
っ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。

冷
戦
後
、
ロ
シ
ア
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
含
め

た
西
側
の
仲
間
入
り
を
さ
せ
て
、
み
ん
な

で
仲
良
く
し
ま
し
ょ
う
、
協
力
し
合
い
ま

し
ょ
う
と
い
う
雰
囲
気
が
つ
く
ら
れ
、
そ

の
な
か
で
生
ま
れ
た
の
が
Ｇ
８
と
い
う
枠

組
み
で
す
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
口
で

は
仲
良
く
す
る
、
協
力
し
よ
う
と
い
っ
て

い
た
西
側
が
、
そ
れ
と
は
ま
っ
た
く
逆
の

こ
と
を
し
た
の
で
す
。
ロ
シ
ア
を
西
側
の

仲
間
に
し
て
や
る
と
い
う
意
味
は
、
ア
メ

リ
カ
に
す
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス

な
ど
と
同
じ
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
の
子
分

に
な
る
の
な
ら
ば
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ロ
シ
ア
、
つ
ま
り
プ
ー
チ
ン
は
当
初
、

同
輩
同
格
と
し
て
西
側
の
仲
間
に
入
れ
て

く
れ
る
と
思
っ
て
い
た
の
に
、
ア
メ
リ
カ

は
こ
れ
を
利
用
し
、
長
期
的
に
ロ
シ
ア
を

弱
体
化
さ
せ
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
国
際
法
に
反
し
て
い
る
わ
け

で
も
悪
い
こ
と
で
も
な
く
、
国
際
関
係
と

は
そ
う
い
う
も
の
で
す
。
自
国
が
強
け
れ

て
、
最
後
に
我
慢
で
き
な
く
な
っ
て
真
珠

湾
を
攻
撃
し
た
の
で
す
。
軍
事
的
に
考
え

れ
ば
、
ま
ず
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
辺
り
を
攻
め

る
べ
き
と
こ
ろ
を
、
ハ
ワ
イ
の
真
珠
湾
に

飛
躍
し
た
の
は
、
ま
さ
に
乾
坤
一
擲
だ
っ

た
わ
け
で
す
。

　

二
〇
一
四
年
、
ア
メ
リ
カ
は
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
国
内
情
勢
に
手
を
突
っ
込
み
ま
す
。

ヌ
ー
ラ
ン
ド
を
使
っ
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に

ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
さ
せ
、
政
権
を
交
代

さ
せ
た
結
果
、
親
ロ
政
権
だ
っ
た
ウ
ク
ラ

イ
ナ
は
い
き
な
り
親
欧
米
路
線
へ
と
切
り

替
わ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
ロ
シ
ア
は
ク
リ
ミ
ア

半
島
に
侵
攻
し
て
併
合
し
、
そ
の
次
は
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
東
南
部
ド
ン
バ
ス
で
、
親
ロ

派
に
よ
る
自
称
独
立
政
権
を
つ
く
ら
せ
、

ロ
シ
ア
が
そ
れ
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
形

で
八
年
間
の
民
族
紛
争
を
続
け
ま
し
た
。

　

二
〇
二
二
年
二
月
二
十
四
日
、
ロ
シ
ア

軍
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻
を
開
始
し
ま

す
。
そ
の
前
の
二
月
十
六
日
か
ら
散
発
的

な
砲
撃
は
起
き
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
数

が
一
気
に
三
十
倍
に
も
膨
れ
あ
が
り
ま

す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
側
か
ら
ド
ン
バ
ス
の
独

立
勢
力
側
へ
の
攻
撃
回
数
が
急
増
、
つ
ま

り
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
中
央
政
府
側
が
独
立
勢

力
側
を
挑
発
し
た
の
で
す
。
そ
の
背
景
に

は
、
後
ろ
で
手
を
引
く
ア
メ
リ
カ
の
武
器

供
与
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
は

絶
対
に
自
ら
は
前
に
出
ま
せ
ん
。

　

多
く
の
専
門
家
は
こ
れ
を
受
け
て
、
ロ

シ
ア
は
ド
ン
バ
ス
地
方
に
ロ
シ
ア
の
覆
面

ば
よ
り
権
力
を
強
く
し
、
相
手
国
が
弱
け

れ
ば
も
っ
と
弱
く
し
、
自
国
の
立
場
を
強

固
な
も
の
に
し
て
い
く
の
は
普
通
で
す
。

し
か
し
ア
メ
リ
カ
は
、
そ
れ
を
か
な
り
露

骨
な
形
で
、
言
葉
と
は
裏
腹
の
対
ロ
政
策

を
と
り
続
け
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
し
か

し
先
ほ
ど
触
れ
た
よ
う
に
、
ロ
シ
ア
も
、

そ
し
て
中
国
も
、
ア
メ
リ
カ
の
子
分
に
な

ろ
う
な
ど
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
プ
ー

チ
ン
も
当
初
は
Ｇ
８
の
流
れ
に
乗
り
、
西

側
の
半
ば
一
員
と
し
て
動
い
て
く
れ
る
よ

う
な
素
振
り
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
う

な
る
と
当
然
、
も
め
ご
と
に
な
っ
て
い
き

ま
す
。

　

そ
の
上
で
今
回
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を

み
れ
ば
、
も
ち
ろ
ん
、
先
に
殴
っ
た
ロ
シ

ア
が
悪
い
に
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、

ロ
シ
ア
が
強
い
か
ら
武
力
に
訴
え
た
と

い
う
よ
り
、
武
力
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い

と
こ
ろ
ま
で
追
い
詰
め
ら
れ
、
万
策
尽
き

て
の
侵
攻
で
あ
り
、
実
は
弱
さ
の
象
徴
で

あ
っ
た
と
考
え
た
ほ
う
が
よ
い
と
思
い
ま

す
。
と
い
う
の
は
、
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ

ナ
に
侵
攻
し
て
世
界
の
悪
者
に
な
っ
た
の

は
、
日
本
が
真
珠
湾
を
攻
撃
し
て
世
界
の

悪
者
に
な
っ
た
の
と
形
と
し
て
は
一
緒
だ

か
ら
で
す
。

　

日
本
が
真
珠
湾
に
奇
襲
攻
撃
を
仕
掛
け

た
の
は
、
国
際
法
上
、
明
ら
か
な
侵
略
行

為
で
す
。
で
も
、
日
本
人
な
ら
ば
突
然
の

奇
襲
で
は
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
。

石
油
は
止
め
ら
れ
、
鉄
く
ず
も
止
め
ら
れ
、

真
綿
で
首
を
ぐ
い
ぐ
い
締
め
つ
け
ら
れ
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兵
を
投
入
し
た
り
、
バ
ッ
ジ
を
取
っ
て
民

兵
を
装
っ
た
り
し
な
が
ら
の
間
接
的
な
軍

事
介
入
を
す
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
と

に
ら
ん
で
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
二
月
二
十
四
日
、
ロ
シ
ア

は
い
き
な
り
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
三
方
か
ら
攻

め
込
ん
だ
。
民
族
紛
争
の
レ
ベ
ル
で
ロ
シ

ア
系
住
民
た
ち
が
殺
さ
れ
た
、
だ
か
ら
国

境
を
越
え
て
三
方
か
ら
相
手
国
に
軍
隊
を

投
入
し
た
と
い
う
筋
は
、
国
際
法
上
で
は

正
当
化
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
意
味
で
は
ロ

シ
ア
は
悪
で
す
。
た
だ
し
ロ
シ
ア
側
に
し

て
み
れ
ば
、
そ
う
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ

た
。
ま
さ
に
乾
坤
一
擲
、
真
珠
湾
に
攻
め

込
ん
だ
旧
日
本
軍
と
同
じ
で
す
。
そ
れ
が

結
果
的
に
は
大
失
敗
で
、
ロ
シ
ア
に
と
っ

て
み
れ
ば
、
い
わ
ば
ア
メ
リ
カ
に
ハ
メ
ら

れ
た
の
だ
と
い
い
た
く
な
る
で
し
ょ
う
。

ハ
メ
た
側
と
ハ
メ
ら
れ
た
側
と
い
う
関
係

が
、
こ
こ
に
み
え
て
き
ま
す
。

　

こ
の
実
態
は
日
本
の
主
要
な
メ
デ
ィ
ア

で
は
報
じ
ら
れ
ず
、
あ
る
日
突
然
、
ロ
シ

ア
に
攻
め
入
ら
れ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
可
哀

想
だ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
ば
か
り
が
前
面
に

押
し
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
は
そ
う
い

う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
九
九
〇
年
代
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
紛

争
で
は
、
セ
ル
ビ
ア
側
が
一
方
的
に
悪
く

て
、
ボ
ス
ニ
ア
は
悪
く
な
い
と
い
う
国
際

世
論
に
な
り
、
セ
ル
ビ
ア
の
大
統
領
は
戦

後
、
国
際
刑
事
裁
判
所
で
収
監
中
に
死
亡

し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
後
に
ボ
ス
ニ
ア
側

も
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
て
、
要
す

る
に
、
目
糞
鼻
糞
を
笑
う
の
世
界
で
あ
っ

た
と
わ
か
り
ま
し
た
。

　

当
時
、
な
ぜ
そ
う
な
っ
た
の
か
と
い
う

と
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
側

が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
あ
る
大
手
広
告
代
理

店
ル
ー
ダ
ー
・
フ
ィ
ン
社
に
頼
み
、
徹
底

的
な
世
論
工
作
を
し
て
い
た
か
ら
で
す
。

今
回
も
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
府
は
ア
メ
リ
カ

の
広
告
代
理
店
を
使
い
、
徹
底
的
な
世
論

工
作
を
し
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
構
図
が

あ
る
と
い
う
こ
と
も
見
て
お
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
に
し
ろ
ド
ン
バ
ス
紛

争
に
し
ろ
、
民
族
紛
争
に
ど
ち
ら
が
よ
い

悪
い
と
い
う
も
の
は
な
く
、
も
し
も
こ
ち

ら
が
よ
く
て
あ
ち
ら
が
悪
い
と
考
え
て
し

ま
っ
て
い
る
、
信
じ
込
ま
さ
れ
て
い
る
と

し
た
ら
、
す
で
に
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
や
ら

れ
て
い
る
証
で
す
。
そ
の
意
味
で
は
、
日

本
の
圧
倒
的
多
数
の
一
般
国
民
は
今
、
プ

ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
引
っ
か
か
っ
て
し
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

今
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
戦
況
も
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
は
報
道
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
に
は

優
勢
で
は
な
い
し
、
ロ
シ
ア
も
い
わ
れ
て

い
る
ほ
ど
負
け
て
は
い
な
い
。
中
間
の
と

こ
ろ
で
動
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　

本
当
の
事
実
は
報
道
さ
れ
て
は
い
る
も

の
の
、
そ
れ
は
断
片
的
な
も
の
で
、
全
体

的
に
み
れ
ば
ど
う
な
の
か
と
い
え
ば
、
た

と
え
ば
ス
イ
ス
陸
軍
の
元
情
報
将
校
や
中

東
戦
争
に
参
加
し
た
ア
メ
リ
カ
の
元
情
報

将
校
が
か
な
り
現
実
的
な
分
析
を
し
て
お

り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
う
い
う
も
の
を
読
め
ば
、
Ｂ
Ｂ

Ｃ
や
Ｃ
Ｎ
Ｎ
は
か
な
り
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ

を
張
っ
て
い
る
な
と
思
え
て
き
ま
す
。

　

今
回
の
戦
争
は
、
現
象
面
で
は
ウ
ク
ラ

イ
ナ
と
ロ
シ
ア
の
戦
い
で
す
が
、
大
き
な

意
味
で
は
ア
メ
リ
カ
と
ロ
シ
ア
の
戦
争
で

す
。
そ
し
て
ロ
ケ
ッ
ト
を
撃
ち
合
っ
た
り

し
て
い
る
軍
事
的
な
様
相
こ
そ
毎
日
報
道

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
先
ほ
ど
か

ら
申
し
上
げ
て
い
る
よ
う
に
、
全
体
像
と

し
て
は
ア
メ
リ
カ
の
覇
権
が
崩
壊
過
程
に

あ
り
、
経
済
力
が
落
ち
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
軍
事
費
の
負
担
割
合
が
増
し
て

い
る
た
め
、
こ
の
ま
ま
で
は
長
期
的
に
は

保
た
な
い
と
い
う
構
造
の
な
か
で
、
今
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
が
あ
る
、
つ
ま
り
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
戦
争
は
経
済
の
問
題
な
の
で

す
。

　

そ
の
意
味
で
考
え
れ
ば
、
ゼ
レ
ン
ス

キ
ー
大
統
領
は
火
遊
び
を
し
て
い
る
だ
け

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
く
さ
ん
の

軍
事
物
資
を
も
ら
い
な
が
ら
戦
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
ま
ま
ロ
シ
ア
を
追
い
詰
め
て

い
け
ば
、
ロ
シ
ア
は
必
ず
核
兵
器
を
使
用

し
ま
す
。

　

軍
事
援
助
を
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
も

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
も
火
遊
び
を
し
て
い
る
の
で

す
。
バ
イ
デ
ン
大
統
領
も
核
兵
器
を
使
う

よ
う
な
事
態
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い

い
な
が
ら
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
軍
事
援
助
を

小
出
し
に
出
し
続
け
ロ
シ
ア
を
追
い
詰
め

て
お
り
、
そ
こ
に
大
き
な
問
題
が
あ
り
ま

す
。

　

経
済
面
で
ア
メ
リ
カ
よ
り
も
追
い
詰

め
ら
れ
て
い
る
の
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
す
。

プ
ー
チ
ン
政
権
を
崩
壊
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
と
っ
て
は
体
制

変
換
と
い
う
大
き
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
ロ
シ
ア
を
制
裁
す
る
と
威
勢
の

よ
い
こ
と
を
い
っ
て
い
る
西
側
の
ほ
う
が

大
き
な
傷
を
受
け
て
い
る
。
そ
れ
が
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
状
況
で
す
。

　

た
と
え
ば
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
こ
の
間
、

物
価
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
高
騰
を
主
因
と
し

て
二
回
も
首
相
が
交
代
し
、
イ
タ
リ
ア
で

は
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
政
権
が
誕
生
し
ま
し

た
。
既
に
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
も
似
た
よ
う

な
大
衆
迎
合
主
義
の
政
権
が
存
在
し
ま

す
。
こ
れ
は
今
ま
で
親
米
で
歩
ん
で
き
た

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
、
親
米
で
は
な
く
な
っ
て

し
ま
う
変
化
、
圧
力
が
か
か
っ
て
き
て
、

い
き
な
り
反
米
に
ま
で
は
振
れ
ま
せ
ん

が
、
非
米
と
で
も
い
え
る
方
向
に
振
れ
よ

う
と
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
そ

う
い
う
意
味
で
は
、
ア
メ
リ
カ
は
今
、
自

分
た
ち
の
覇
権
シ
ス
テ
ム
を
経
済
的
な
圧

力
を
か
け
な
が
ら
壊
し
て
い
る
の
で
あ

り
、
覇
権
崩
壊
の
速
度
に
自
分
で
拍
車
を

か
け
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

短
期
的
に
は
焼
け
太
り
を
し
て
い
る
ア

メ
リ
カ
に
対
し
、
ロ
シ
ア
に
制
裁
を
し
て

一
番
困
っ
て
い
る
の
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
糧
を
ロ
シ
ア
に
依

存
し
て
い
る
国
、
特
に
ド
イ
ツ
は
も
う
疲

弊
し
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
「
三
十
六
計
逃
げ
る
に
如
か
ず
」
で
知

ら
れ
る
中
国
の
兵
法
書
「
三
十
六
計
」
の

な
か
に
「
指
桑
罵
槐
（
し
そ
う
ば
か
い
）」

と
い
う
計
略
が
あ
り
ま
す
。
桑
の
木
を
指

し
て
罵
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
罵
っ
て
い

る
の
は
槐（
え
ん
じ
ゅ
）で
あ
る
。
つ
ま
り
、

罵
っ
て
い
る
対
象
と
本
当
の
標
的
は
別
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
回
で
い
え
ば
、

ア
メ
リ
カ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
ロ
シ
ア
で
は

な
く
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
の
で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
が
ア
メ
リ
カ
よ
り
も
弱
け
れ
ば
、
そ
れ

だ
け
ア
メ
リ
カ
の
地
位
が
安
定
す
る
の
で

す
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
覇
権
維
持
の
た
め

に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
人
口
面
で
も
Ｇ
Ｄ

Ｐ
面
で
も
ア
メ
リ
カ
以
上
に
な
ら
な
い
よ

う
に
弱
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ロ

シ
ア
を
弱
め
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
ボ
ロ
ボ
ロ

に
し
て
、
何
よ
り
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
を

弱
め
て
い
く
、
つ
ま
り
、
す
べ
て
を
弱
め

よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。
長
い
目
で
み

れ
ば
、
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
覇
権
シ
ス
テ

ム
を
潰
す
こ
と
に
な
る
の
で
す
が
、
目
先

は
ア
メ
リ
カ
の
得
に
な
り
ま
す
。

　

世
界
に
目
を
転
ず
れ
ば
、
ロ
シ
ア
は
西

側
か
ら
孤
立
し
て
い
る
状
態
で
す
。
し
か

し
、
西
側
も
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
と
い
い

ま
す
か
、
発
展
途
上
国
を
含
め
た
世
界
か

ら
孤
立
し
て
い
ま
す
。
実
際
、
西
側
が
ロ

シ
ア
を
制
裁
す
る
と
い
う
声
を
あ
げ
た
と

き
、
イ
ン
ド
、
中
国
、
ブ
ラ
ジ
ル
等
の
国

は
同
調
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
む
し
ろ
、
同

調
し
な
か
っ
た
国
の
ほ
う
が
多
い
の
で

す
。
で
す
か
ら
、
た
し
か
に
ロ
シ
ア
は
西

側
か
ら
孤
立
し
て
い
ま
す
が
、
同
時
に
西

側
は
世
界
か
ら
孤
立
し
て
い
る
の
で
す
。

こ
れ
も
ア
メ
リ
カ
の
覇
権
シ
ス
テ
ム
が
ど

ん
ど
ん
弱
ま
っ
て
い
る
証
で
す
。
た
だ
し

ア
メ
リ
カ
は
、
自
分
で
そ
う
い
う
ふ
う
に

事
態
を
持
っ
て
い
っ
て
い
る
の
で
す
か

ら
、
天
に
唾
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　

典
型
的
に
そ
れ
が
現
れ
て
い
る
の
が
サ

ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
と
中
国
で
す
。
最
近
、
サ

ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
と
ロ
シ
ア
が
接
近
し
て
い

ま
す
。
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
は
中
国
「
元
」

や
ロ
シ
ア
の
「
ル
ー
ブ
ル
」
で
石
油
を
売
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
こ
と
は
た
い
へ
ん
深

刻
な
話
で
す
。

　

ア
メ
リ
カ
の
世
界
覇
権
の
支
柱
の
一
つ

は
、
基
軸
通
貨
と
な
っ
て
い
る
ド
ル
で
す
。

一
九
七
一
年
に
突
然
、
ア
メ
リ
カ
は
一
方

的
に
ド
ル
と
金
の
交
換
を
や
め
ま
し
た
。

ニ
ク
ソ
ン
シ
ョ
ッ
ク
で
す
。
そ
の
後
、
ド

ル
は
紙
切
れ
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ

で
も
世
界
中
で
使
わ
れ
て
い
る
の
は
、
今

ま
で
使
っ
て
い
た
し
、
他
に
代
わ
り
と
な

る
も
の
が
な
い
か
ら
と
い
う
の
が
経
済
学

者
た
ち
の
定
説
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
と
サ

ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
協
定
が
あ
っ
た
か
ら
だ

と
い
う
の
が
、
私
た
ち
の
よ
う
な
分
析
を

し
て
い
る
専
門
家
た
ち
の
常
識
で
す
。
サ

ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
は
世
界
最
大
の
石
油
輸
出

国
で
あ
り
、
埋
蔵
量
も
多
い
。
そ
の
サ
ウ

ジ
ア
ラ
ビ
ア
が
「
石
油
は
ド
ル
で
し
か
売

ら
な
い
」
と
い
え
ば
、
当
然
他
の
中
小
産
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油
国
も
そ
れ
に
な
び
き
、
産
油
国
の
ほ
と

ん
ど
が
ド
ル
で
し
か
石
油
を
売
ら
な
く
な

り
ま
す
。

　

な
ぜ
そ
う
い
う
協
定
が
生
ま
れ
た
の
か

と
い
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
が
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
の
軍
事
安
全
保
障
を
一
手
に
引
き
受
け

た
か
ら
で
す
。「
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
は
ア

メ
リ
カ
が
守
る
。
だ
か
ら
石
油
は
ド
ル
で

し
か
売
る
な
」
と
い
う
こ
と
が
、
今
の
ア

メ
リ
カ
の
経
済
覇
権
の
一
番
大
き
な
柱
で

あ
り
、
ニ
ク
ソ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
来
、
ド
ル

基
軸
通
貨
制
度
を
支
え
て
き
た
一
番
の
鍵

な
の
で
す
。

　

そ
れ
が
今
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
が
石
油

を
ル
ー
ブ
ル
や
人
民
元
で
売
っ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
は
自
分
で
覇
権
を
弱
め
て
い
る

わ
け
で
す
。
先
般
、
バ
イ
デ
ン
大
統
領

が
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
を
訪
ね
、
人
民
元
や

ル
ー
ブ
ル
で
石
油
を
売
ら
な
い
で
く
れ
と

い
い
ま
し
た
が
、
適
当
に
あ
し
ら
わ
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
は
も

う
ア
メ
リ
カ
の
言
葉
を
聞
か
な
く
な
っ
て

い
る
の
で
す
。

～
中
国
に
つ
い
て
～

　

ア
メ
リ
カ
と
真
剣
に
対
峙
し
て
い
る
中

国
と
ロ
シ
ア
で
す
が
、
中
国
は
、
鄧
小
平

以
来
、
改
革
開
放
路
線
を
と
り
、
ア
メ
リ

カ
と
仲
良
く
や
っ
て
き
ま
し
た
。
冷
戦
時

代
も
ソ
連
の
敵
は
中
国
だ
か
ら
、
敵
の
敵

は
味
方
に
な
る
と
い
う
理
屈
で
ア
メ
リ
カ

も
中
国
に
対
し
て
よ
い
顔
を
し
て
き
ま
し

な
の
で
す
が
、
で
は
、「
共
同
富
裕
」
と

い
う
も
の
は
馬
鹿
げ
た
政
策
な
の
か
と
い

え
ば
、
そ
う
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
わ
た
し

た
ち
の
理
解
と
は
か
け
離
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
中
国
に
お
い
て
は
極
め
て
民

主
的
な
政
策
な
の
で
す
。
素
晴
ら
し
い
と

は
い
い
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
は
そ
れ
で
理
に

か
な
っ
て
い
ま
す
し
、
中
国
と
い
う
社
会

で
考
え
れ
ば
、
一
定
の
持
続
性
は
持
ち
う

る
で
し
ょ
う
。

　

十
三
億
人
は
配
っ
て
も
ら
う
立
場
で
す

か
ら
共
同
富
裕
策
を
歓
迎
し
ま
す
が
、
富

裕
層
は
反
対
で
す
。
実
際
、
大
都
市
に
住

む
富
裕
層
は
も
の
す
ご
く
反
発
し
て
い
ま

す
。
少
し
前
、
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
政
策
で
閉
じ

込
め
ら
れ
て
い
た
都
市
民
た
ち
が
各
地
で

一
斉
に
反
対
運
動
を
起
こ
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
共
同
富
裕
策
に
対
す
る
反
発
の
、
ひ

と
つ
の
現
れ
で
す
。
コ
ロ
ナ
が
直
接
の
ト

リ
ガ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
背
後
に
は

自
分
が
得
た
も
の
を
政
府
に
も
ぎ
取
ら
れ

る
と
い
う
不
満
が
あ
る
。
し
か
も
そ
の
不

満
、
反
発
が
か
な
り
膨
れ
上
が
っ
て
い
て
、

コ
ロ
ナ
を
き
っ
か
け
と
し
て
一
気
に
噴
き

出
し
そ
う
に
な
っ
た
。
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
に
対

す
る
市
民
た
ち
の
抗
議
デ
モ
に
は
、
そ
う

い
う
一
面
が
あ
る
わ
け
で
す
。

　

今
ま
で
も
中
国
で
は
暴
動
が
た
く
さ
ん

発
生
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
れ
ら
は
半

ば
順
番
に
起
き
て
い
て
、
今
回
の
よ
う
に

一
斉
に
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
。
順
番
に
起

き
て
い
る
の
な
ら
、
い
く
ら
暴
動
が
発
生

し
て
も
大
丈
夫
で
す
。
し
か
し
一
斉
に
発

た
が
、
風
向
き
が
変
わ
っ
た
の
は
ト
ラ
ン

プ
前
大
統
領
の
と
き
で
す
。
米
中
は
歌
舞

伎
の
大
立
ち
回
り
の
よ
う
な
貿
易
戦
争
を

や
り
合
い
、
こ
れ
ま
で
バ
ラ
色
だ
っ
た
米

中
の
協
調
関
係
は
政
治
的
に
ハ
ッ
キ
リ
と

終
わ
り
ま
し
た
。
中
国
が
高
度
経
済
成
長

を
続
け
て
い
く
こ
と
を
前
提
と
し
た
米
中

関
係
は
も
う
存
在
し
ま
せ
ん
。

　

日
本
が
出
し
た
カ
ネ
を
ア
メ
リ
カ
に

持
っ
て
い
き
、
そ
れ
を
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
し

て
中
国
に
投
資
す
る
。
中
国
は
そ
の
サ
イ

ク
ル
を
ぐ
る
ぐ
る
ま
わ
し
な
が
ら
、
つ

く
っ
た
も
の
は
ア
メ
リ
カ
、
日
本
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
そ
の
他
に
売
る
。
そ
う
し
て
中
国

は
こ
こ
ま
で
大
き
く
な
っ
て
き
た
の
で
す

が
、
こ
の
状
態
は
も
う
続
き
ま
せ
ん
。
な

ぜ
な
ら
、
ア
メ
リ
カ
も
日
本
も
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
も
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
中
国
に
進
出

し
て
中
国
で
工
業
製
品
を
つ
く
ろ
う
と
は

し
な
く
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

中
国
は
か
つ
て
は
十
数
％
も
の
高
度
経

済
成
長
を
記
録
し
ま
し
た
。
あ
る
い
は

八
％
の
経
済
成
長
を
保
ち
続
け
な
け
れ
ば

中
国
で
は
失
業
率
が
高
く
な
り
、
暴
動
が

起
き
る
と
い
わ
れ
、
八
％
の
成
長
率
を
続

け
る
こ
と
が
命
題
の
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
今
や
中
国
の
経
済
成
長
率
は

二
％
に
ま
で
落
ち
て
い
ま
す
。
そ
れ
も
中

国
の
公
式
の
統
計
で
す
か
ら
、
実
際
に
は

マ
イ
ナ
ス
成
長
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
も

高
い
。

　

結
論
的
に
い
え
ば
、
も
う
中
国
は
先
進

国
に
は
な
れ
ま
せ
ん
。
発
展
途
上
国
が
先

生
し
た
と
な
れ
ば
無
理
で
す
。

　

人
民
解
放
軍
の
総
兵
力
は
二
百
万
人

（
そ
の
内
、
陸
軍
は
約
百
万
人
）
で
す
。
武

装
警
察
は
八
十
万
人
（
実
働
部
隊
五
十
万

人
）
と
世
界
最
大
の
規
模
の
も
の
を
持
っ

て
い
る
の
で
す
が
、
各
地
で
一
斉
に
蜂
起

さ
れ
た
と
な
れ
ば
抑
え
よ
う
が
あ
り
ま
せ

ん
し
、
そ
の
処
理
を
間
違
え
れ
ば
今
の
体

制
は
確
実
に
潰
れ
ま
す
。
果
た
し
て
そ
う

い
う
事
態
を
避
け
ら
れ
る
の
か
ど
う
か
は

中
国
の
大
き
な
課
題
で
す
。
も
し
も
避
け

ら
れ
な
い
と
す
る
な
ら
、
中
国
は
分
裂
す

る
と
思
い
ま
す
。
分
裂
し
て
安
定
化
す
る

と
は
思
え
ま
せ
ん
が
、
と
り
あ
え
ず
は
崩

れ
落
ち
て
い
き
ま
す
。

　

問
題
は
次
の
段
階
で
す
。
日
本
の
自
衛

隊
、
防
衛
省
は
じ
め
政
府
が
今
の
局
面
で

い
っ
て
い
る
こ
と
は
、
統
一
さ
れ
た
強
力

な
中
国
は
大
変
怖
い
、
と
い
う
点
で
す
。

し
か
し
、
弱
く
不
安
定
で
、
ま
と
ま
り
の

な
い
中
国
は
核
兵
器
の
管
理
す
ら
で
き

ず
、
も
っ
と
怖
い
。

　

統
一
さ
れ
た
中
国
に
対
し
て
は
、
こ
ち

ら
も
軍
拡
を
し
て
強
く
な
れ
ば
よ
い
だ
け

で
す
。
た
だ
し
、
今
回
の
安
保
三
文
書
で

は
国
防
費
を
一
％
か
ら
二
％
に
引
き
上
げ

る
、
日
本
も
軍
拡
す
る
と
い
う
姿
勢
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
で
き
る
の
は

互
い
に
国
と
し
て
対
峙
で
き
る
と
い
う
形

に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。「
国
」
が
崩
れ

て
バ
ラ
バ
ラ
に
割
れ
た
と
す
れ
ば
、
も
う

話
の
つ
け
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
相
手
は

自
分
で
自
己
管
理
す
ら
で
き
な
い
の
で
す

進
国
へ
と
成
長
し
て
い
く
に
は
、
若
年
労

働
者
層
が
厚
く
、
人
口
も
増
大
し
、
労
働

力
も
安
い
と
い
う
条
件
が
あ
り
、
そ
れ
を

う
ま
く
使
い
な
が
ら
産
業
構
造
を
変
え
て

い
く
。
そ
し
て
そ
の
と
き
に
社
会
イ
ン
フ

ラ
も
整
備
し
、
年
金
な
ど
の
福
祉
制
度
も

つ
く
っ
て
い
く
。
そ
う
し
な
が
ら
、
や
が

て
社
会
全
体
が
老
い
て
い
っ
た
と
き
、
成

熟
し
た
先
進
国
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
中
国
は
も
う
、
こ
の
発
展
経
路
か

ら
外
れ
て
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
ひ
と
つ
挙
げ
る
と
、
今
年
か

ら
中
国
の
人
口
は
減
り
始
め
て
い
ま
す
。

今
後
さ
ら
な
る
少
子
化
と
な
っ
て
い
き
ま

す
。
つ
ま
り
、
中
国
は
豊
か
に
な
る
前
に

老
齢
化
し
て
し
ま
う
。「
中
進
国
の
ワ
ナ
」

に
は
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

そ
の
な
か
で
、
少
し
違
っ
た
様
相
が
み

え
始
め
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
国

内
で
つ
く
り
ま
く
り
、
海
外
に
売
り
ま

く
っ
て
儲
け
る
と
い
う
形
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
か
ら
、
当
然
の
結
果
と
し
て
内
向

き
の
経
済
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

北
京
、
上
海
の
よ
う
な
沿
岸
部
の
大
都

市
に
は
一
億
人
ほ
ど
の
富
裕
層
が
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
残
る
十
三
億
人
は
そ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
習
近
平
は
「
共
同
富
裕
」

と
い
う
政
策
を
と
り
、
監
視
社
会
で
ガ
チ

ガ
チ
に
縛
り
、
一
億
人
の
富
裕
層
の
財
産

を
召
し
上
げ
て
、
残
る
十
三
億
人
の
低
所

得
層
に
配
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

長
期
的
に
は
、
そ
ん
な
や
り
方
で
は
全

体
と
し
て
よ
り
貧
し
く
な
っ
て
い
く
だ
け

か
ら
、
も
っ
と
恐
ろ
し
い
こ
と
に
な
る
に

決
ま
っ
て
い
ま
す
。
統
一
さ
れ
た
強
い
中

国
の
脅
威
だ
け
を
考
え
て
は
な
ら
な
い
、

と
い
う
こ
と
が
私
か
ら
の
警
告
で
す
。
弱

く
て
不
安
定
な
中
国
は
、
そ
れ
以
上
に
怖

い
存
在
に
な
り
ま
す
。

～
さ
い
ご
に
～

　

こ
れ
ま
で
の
話
を
踏
ま
え
た
上
で
、
最

後
に
日
本
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
と
い

う
こ
と
に
触
れ
て
い
く
こ
と
に
し
ま
す
。

　

日
本
は
、
百
年
ぶ
り
に
「
正
義
の
味
方
」

の
側
に
つ
い
て
、
岸
田
総
理
も
先
頭
に

な
っ
て
旗
を
振
っ
て
い
ま
す
。
気
持
ち
は

わ
か
り
ま
す
が
、
ロ
シ
ア
の
現
況
を
考
え

れ
ば
単
純
す
ぎ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

ど
こ
か
で
手
打
ち
を
す
る
と
き
、
日
本
に

で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
よ
い
の
で
す
が
、

日
本
は
ア
メ
リ
カ
の
従
属
状
態
に
あ
り
ま

す
。
日
本
の
リ
ー
ダ
ー
も
政
治
的
な
主
張

は
な
か
な
か
で
き
な
い
は
ず
で
す
。

　

た
だ
、
ひ
と
筋
の
光
は
あ
り
ま
す
。
口

で
は
ロ
シ
ア
を
批
判
し
な
が
ら
、
日
本

は
そ
れ
ほ
ど
の
制
裁
を
し
て
い
ま
せ
ん
。

元
々
日
ロ
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
貿
易
関
係

国
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
制
裁
と
い
っ

て
も
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
も
の
に
過
ぎ
ま
せ

ん
。
サ
ハ
リ
ン
の
天
然
ガ
ス
に
し
て
も
関

り
は
続
い
て
い
ま
す
。
表
面
的
な
主
張
に

比
べ
て
、
や
っ
て
い
る
こ
と
は
か
な
り
現

実
的
で
す
。
た
だ
し
、
日
本
は
西
側
の
体

制
か
ら
も
は
や
離
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
問
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講演録  激動する世界情勢を読む

◎
午
さ
ん
会（
10
月
7
日
）

『
日
本
経
済
再
浮
上
の
鍵
と
な
る

財
政・金
融
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
』

産
経
新
聞
社

特
別
記
者
・
編
集
委
員
兼
論
説
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
　
田
村　

秀
男 

氏

◎
午
さ
ん
会（
10
月
14
日
）

『
現
在
の
紛
争
に
対
応
で
き
る

我
が
国
の
防
衛
の
た
め
の

「
情
報
」装
備
と
は
』

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト   

　
　
　
　
　
山
田　

敏
弘 
氏

本
年
も
安
全
祈
願
祭
を
実
施
！

　

二
月
七
日（
火
）十
一
時
か
ら
屋
上「
宣
光
稲
荷

大
明
神
」に
て
会
員
、倶
楽
部
利
用
者
お
よ
び
倶

楽
部
関
係
者
の
安
全
を
祈
っ
て
中
央
電
気
倶
楽

部
、テ
ナ
ン
ト
、（
株
）メ
デ
ィ
サ
ス
、（
株
）ケ
ー
ビ
ー
エ

ス
お
よ
び
工
事
関
係
者
約
四
十
名
が
列
席
し
安

全
祈
願
祭
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

題
は
あ
り
ま
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
安
保
三
文
書
の
問
題

で
す
。
安
保
三
文
書
の
中
身
は
よ
い
と
し

て
も
大
き
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。
わ
た
し

た
ち
は
防
衛
費
を
一
％
か
ら
二
％
へ
増
額

し
、
軍
拡
を
し
て
い
き
ま
す
。
軍
事
支
出

で
世
界
第
三
～
四
位
の
軍
事
大
国
に
な
っ

て
い
き
ま
す
。
と
こ
ろ
が
三
文
書
で
は「
こ

れ
ま
で
の
防
衛
政
策
の
延
長
戦
で
」
と
い

い
、
平
和
国
家
の
ま
ま
で
あ
る
と
な
っ
て

い
る
。
我
々
は
倍
増
し
た
防
衛
費
で
何
を

し
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
に
触
れ
て
い

な
い
の
で
す
。
つ
ま
り
、
戦
略
な
き
軍
拡

で
す
。
相
手
か
ら
み
れ
ば
、
こ
れ
は
単
な

る
挑
発
で
す
。
戦
略
が
あ
る
な
し
と
い
う

よ
り
も
、
ア
メ
リ
カ
に
迫
ら
れ
、
ア
メ
リ

カ
の
い
う
通
り
に
や
り
ま
し
た
と
い
う
体

で
す
。
昨
年
五
月
に
岸
田
首
相
が
バ
イ
デ

ン
大
統
領
と
会
い
、
再
度
今
年
一
月
に
両

者
の
会
談
を
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
と
し

て
の
安
保
三
文
書
に
は
今
日
お
話
し
し
て

い
る
全
体
の
構
造
が
み
え
て
き
ま
せ
ん
。

ア
メ
リ
カ
の
覇
権
が
崩
れ
て
い
る
な
か
で

日
本
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
い
く
の

か
と
い
う
こ
と
が
な
く
、
そ
し
て
そ
の

な
か
で
ど
う
動
い
て
い
く
の
か
と
い
う
ビ

ジ
ョ
ン
も
な
く
、
た
だ
軍
拡
を
し
た
だ
け

の
内
容
で
す
。

　

各
論
的
に
は
、
や
る
べ
き
こ
と
を
や
る

と
い
う
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
か

ら
、
評
価
で
き
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、

全
体
的
に
は
危
機
感
を
感
じ
ま
す
。
米
中

戦
争
に
な
れ
ば
、
日
本
は
そ
の
最
前
線
国

家
に
な
り
ま
す
。
一
方
的
に
リ
ス
ク
を
背

負
い
込
む
の
は
日
本
で
す
。
ア
メ
リ
カ
は

後
ろ
で
掛
け
声
を
あ
げ
、
カ
ネ
と
武
器
を

流
す
だ
け
で
リ
ス
ク
を
負
わ
な
い
選
択
を

す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
な
れ
ば
、

今
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
姿
と
一
緒
の
状

況
で
す
。

　

ロ
シ
ア
と
中
国
は
た
し
か
に
怖
い
存
在

で
す
。
し
か
し
わ
た
し
た
ち
に
と
っ
て
の

一
番
の
問
題
は
ア
メ
リ
カ
で
す
。
そ
の
こ

と
に
気
付
き
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
が
、

今
日
の
わ
た
し
の
お
話
で
す
。

（
令
和
五
年
一
月
二
十
七
日

講
演
抄
録
文
責
在
記
者
）

会
員
増
強
に
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
！！

　

会
員
の
皆
様
に
は
、会
員
増
強
に
ご
協
力
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

当
倶
楽
部
の
発
展
の
た
め
に
は
、会
員
企
業
の

皆
様
そ
し
て
個
人
会
員
の
皆
様
の
新
入
会
員
の

ご
紹
介
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。

　
「
明
る
く
、親
し
み
の
あ
る
倶
楽
部
」と
し
て
会

員
皆
様
に
倶
楽
部
ラ
イ
フ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、

大
切
な
交
流
の
場
と
し
て
活
用
い
た
だ
け
る
よ
う

事
務
局
一
同
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、何
卒
お

力
添
え
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

ご
入
会
希
望

の
方
に
は
、
事

務
局
が
い
つ
で

も
お
伺
い
し
ご

説
明
い
た
し
ま

す
の
で
、
ご
紹

介
方
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し

ま
す
。

（会費・入会金）
区分 会員区分

入会金

指定会員 1社（団体） 　  ７万円

個人会員

新規入会 　  ３万円
会員歴あり ２〜５年未満　１万円

５〜１０年未満　５千円
１０年以上　　無料

月額会費
会員一名

指定会員 一律 5,000円

個人会員
毎月払い 4,300円
半年払い 4,050円
年一括払い 3,800円

会
議
、セ
ミ
ナ
ー
、ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
等
に

大
ホ
ー
ル 

・ 

会
議
室
の
ご
利
用
を
！！

(五階ホールのグランドピアノ)

　

一
〇
〇
年
以
上
の
歴
史
あ
る
社
交
倶
楽
部
、そ

の
会
館
の
中
の
く
つ
ろ
ぎ
に
満
ち
、ゆ
っ
た
り
と
し
た

空
間
で
、大
切
な
会
議
や
セ
ミ
ナ
ー
、講
演
会
、展
示

会
、ご
商
談
、打
合
せ
に
。ま
た
同
窓
会
・Ｏ
Ｂ
会
等

の
旧
友
と
の
再
会
の
場
と
し
て
も
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。五
階
大
ホ
ー
ル
に
は
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
を
備
付

け
て
お
り
、ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
と
し
て
、そ
し
て
、

大
ス
ク
リ
ー
ン
で
シ
ア
タ
ー
感
覚
の
ご
利
用
と
イ
ベ
ン

ト
に
も
多
岐
に
わ
た
り
ご
利
用
頂
け
ま
す
。

　

当
倶
楽
部
は
、交
通
の
便
も
良
く
、低
料
金
で
十

人
程
度
か
ら
ご
利
用
が
可
能
な
大
小
二
十
三
室
の

会
議
室
と
お
稽
古
事
に
お
使
い
頂
け
ま
す
和
室
三

室
、そ
し
て
椅
子
席
三
六
〇
席
の
大
ホ
ー
ル
ま
で
ご
ざ

い
ま
す
。（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止

の
為
、現
在
は
定
員
を
減
ら
し
て
お
り
ま
す
。）

　

ま
た
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
ネ
ッ
ト
会
議
・セ
ミ

ナ
ー
も
で
き
ま
す
。

　

専
門
ス
タ
ッ
フ
が
、会
場
設
営
、ま
た
機
材
の
ご
利

用
説
明
を
致
し
て
お
り
ま
す
の
で
、安
心
し
て
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

ご
利
用
後
の
会
議
室
の
消
毒
の
実
施
も
継
続
致

し
て
お
り
ま
す

が
、引
き
続
き
ご

利
用
の
際
に
は
手

指
の
消
毒
・マ
ス
ク

着
用
の
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

安全祈願祭風景
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会　

場
…
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
大
阪

　
　
　
　

五
階
ガ
ー
デ
ン
ル
ー
ム

時　

間
…
十
一
時
三
十
分
〜
十
三
時
三
十
分

三
月
七
日（
火
）

講
題『
世
界
45
の
国
と
地
域
を
取
材
し
て
』

毎
日
放
送
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

大
吉　

洋
平　

氏

三
月
十
四
日（
火
）

講
題『
大
相
撲
よ
も
や
ま
話
』

日
本
福
祉
大
学
教
授・放
送
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

（
元 

N
H
K
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

杉
山　

邦
博　

氏

三
月
二
十
一
日（
火
）　

祝
日
休
会

三
月
二
十
八
日（
火
）

講
題『
未　

定
』

京
都
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科

発
達
小
児
科
学
教
授

滝
田　

順
子　
さ
ん

※
状
況
に
よ
り
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
出
席
ご
希
望
の
方
は
、当
倶
楽
部
事
務
局

　
（
更
谷
）に
二
日
前
ま
で
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

◆
会
費
／
三
、〇
〇
〇
円（
昼
食
代
・
消
費
税
込
後
日
精
算
）

　

�

前
日
の
午
後
五
時
以
降
は
、キ
ャ
ン
セ
ル
料
が
発

生
し
ま
す
。

☆
ネ
ク
タ
イ
着
用

（
注
）

神�

饌
田（
し
ん
せ
ん
で
ん
）：
神
に
供
え
る
お
米
を

育
て
る
田
ん
ぼ
の
こ
と
で
、新
嘗
祭
な
ど
の
祭
典

に
お
供
え
さ
れ
る

煤�

逃（
す
す
に
げ
）：
新
年
を
迎
え
る
た
め
に
煤

払
を
す
る
が
、そ
の
掃
除
の
足
手
ま
と
い
と
な
る

の
を
避
け
、時
間
を
つ
ぶ
し
に
家
の
外
に
出
て
し

ま
う
こ
と（
季
語
） 

馥�

郁（
ふ
く
い
く
）：
よ
い
香
り
が
た
だ
よ
っ
て
い
る

さ
ま

阪�

神
忌（
は
ん
し
ん
き
）：
二
十
八
年
前
、
一
月

十
七
日
に
起
こっ
た
阪
神・淡
路
大
震
災
を
さ
す

（
季
語
）

寒�

牡
丹（
か
ん
ぼ
た
ん
）：
も
と
も
と
初
夏
の
花
で

あ
る
牡
丹
の
花
芽
を
つ
み
と
っ
て
冬
に
咲
か
せ
る

よ
う
に
、藁
囲
い
を
し
て
、寒
さ
の
中
で
大
輪
の

花
を
咲
か
せ
る（
季
語
）

寒�

燈（
か
ん
と
う
）：
冬
の
夕
暮
と
と
も
に
灯
さ
れ

て
い
る
灯
の
こ
と（
季
語
）

初�

披
講（
は
つ
ひ
こ
う
）：
新
年
初
め
て
の
句
会

（
初
句
会
）で
選
句
用
紙
を
集
め
て
披
講
者
が

読
み
あ
げ
る
こ
と（
季
語
）

霊�

泉（
れ
い
せ
ん
）：
地
下
か
ら
自
然
に
湧
き
出
て

来
る
霊
験
あ
ら
た
か
な
泉
の
こ
と（
「
泉
」
季

語
）

◎
撞
球
部 

例
会（
二
月
四
日
）

　

成　

績優　

勝	

上
田　

豊
治　

君

二　

位	

雑
賀　

幹
人　

君

三　

位	

吉
川　

尚
美　
さ
ん

四　

位	

大
竹　

一
夫　

君

五　

位	

池
端　
　

博　

君

（
参
加
者　

十
六
名
）

  

・ 

優
勝
コ
メ
ン
ト

　

立
春
開
催
と
な
っ
た
今
年
の
二
月
の
例
会
、四
勝

一
ド
ボ
ン
の
平
幕
優
勝
で
終
幕
。三
年
ぶ
り
に
例
会

優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

　

喜
ん
で
ば
か
り
は
い
ら
れ
な
い
、試
合
開
始
前
の

心
境
は
、ア
ベ
レ
ー
ジ
一
．三
の
実
力
で
は
七
キ
ュ
ー

十
一
点
の
条
件
で
は
一
勝
も
見
込
め
な
い
。そ
こ
で

心
掛
け
た
こ
と
は
、チ
ャ
ン
ス
に
失
敗
な
く
継
続
得
点

を
目
標
に
競
技
す
る
こ
と
で
し
た
。対
戦
相
手
の
上

級
者
の
方
々
に「
チ
ャ
ン
ス
残
り
玉
」を
い
た
だ
き
他

力
本
願
の
試
合
な
が
ら
終
わ
っ
て
み
れ
ば
五
戦
四
勝

に
…
。

　

玉
を
散
ら
す
の
は
得
意
技
？
を
封
印
し
、集
め
る

技
量
の
習
得
に
励
み
ア
ベ
レ
ー
ジ
倍
増
を
目
指
し
た

い
と
思
い
ま
す
。今
後
の
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

（
次
回
例
会
は
三
月
四
日（
土
））

◎
俳
句
部

　

第
八
百
四
十
六
回　

い
な
づ
ま
句
会

俳
誌「
か
つ
ら
ぎ
」主
宰　

森
田
純
一
郎
先
生 

指
導

令
和
五
年
一
月
二
十
一
日

兼　

題　

当
季
雑
詠
五
句

選　

者　

吟

神
饌
田
一
隅
に
芹
見
つ
け
け
り

大
寒
の
テ
レ
ビ
南
国
映
し
け
り

煤
逃
の
茶
房
ア
ク
リ
ル
板
ば
か
り

万
博
を
待
つ
大
阪
に
大
初
日

ワ
ク
チ
ン
を
打
ち
大
寒
の
街
に
出
づ

い
な
づ
ま
句
抄

○
仲
の
良
き
家
族
に
ひ
と
つ
福
袋	

冨
山　

勝
幸

○
墨
の
香
の
馥
郁
と
し
て
年
明
く
る	

難
波　

正
行

○
阪
神
忌
君
は
焼
け
逝
く
物
の
中	

留
岡　
　

寛

○
幕
跳
ね
て
ま
だ
残
照
の
五
日
か
な	

渡
　

建
彦

○
寒
燈
や
一
人
留
守
居
の
駐
在
所	

木
下　

貴
友

○
不
滅
の
灯
燃
ゆ
る
公
園
阪
神
忌	

広
田　

祝
世

○
囲
は
れ
の
身
の
寒
牡
丹
息
づ
け
り	

出
店
智
惠
呼

○
参
拝
の
列
と
は
べ
つ
に
焚
火
の
輪	

奥
村　

恵
子

○
い
つ
も
よ
り
声
張
り
あ
ぐ
る
初
披
講	

東
代　
　

舞

○
初
寝
覚
い
つ
も
通
り
の
起
床
か
な	

友
岡　

淑
子

○
霊
泉
の
流
れ
に
沿
ふ
や
恵
方
径	

前
野
美
枝
子

○
鹿
せ
ん
べ
い
持
つ
子
は
鹿
を
恐
れ
け
り	

野
尻　

弘
輔

（
○
印
選
者
選
）

清
交
社
の
午
さ
ん
講
演
会
の

ご
案
内

◎
絵
画
部（
水
彩
画
）教
室

二
月
度（
一
日・
水
曜
日
）の
画
材
は
、

「
静
物
：
花
」で
し
た
。

次
回
は
三
月
一
日（
水
）「
人
物
：
着
衣
」で
す
。

◎
囲
碁
部 

例
会（
二
月
四
日
）

　

成　

績
三　

勝　

五　

段　

井
垣　

文
男　

君

二　

勝　

四　

段　

廣
川　

強
士　

君

　
　
　
　
　
　
　
（
参
加
者　

四
名
）

（
次
回
例
会
は
三
月
十
一
日（
土
））

◎
将
棋
部 

例
会（
一
月
二
十
五
日
）

　

一
月
の
例
会
は
、休
会
致
し
ま
し
た
。

（
次
回
例
会
は
三
月
二
十
五
日（
土
）指
導
な
し
）

◎
ゴ
ル
フ
部 

　

一
月
二
十
五
日
例
会
は
、荒
天
の
た
め
中
止
に
な

り
ま
し
た
。

　

一
月
三
十
一
日
の
委
員
会
で
、令
和
六
年
三
月
ま

で
の
競
技
予
定
を
決
定
し
ま
し
た
の
で
ご
案
内
い
た

し
ま
す
。

令
和
五
年
三
月
か
ら
令
和
六
年
三
月
競
技
予
定

回　

数

月　

日

競
技
場
所

第
五
六
〇
回
例
会

令
和
五
年

三
月
二
十
三
日（
木
）

茨
木
国
際
G
C

第
五
六
一
回
例
会

四
月
十
八
日（
火
）

伏
尾
G
C

第
五
六
二
回

（
旧・理
事
長
杯
取
切
戦
）

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ

五
月
十
日（
水
）

琵
琶
湖
Ｃ
Ｃ

第
五
六
三
回
例
会

六
月
十
四
日（
水
）

大
阪
Ｇ
Ｃ

第
五
六
四
回
例
会

七
月
五
日（
水
）

泉
南
Ｃ
Ｃ

第
五
六
五
回
例
会

八
月
二
日（
水
）

茨
木
高
原
Ｃ
C

第
五
六
六
回
例
会

九
月
二
十
一
日（
木
）

花
吉
野
Ｃ
Ｃ

第
一
二
八
回

清
交
社
懇
親
競
技
会

十
月
十
九
日（
木
）

Ｇ
Ｃ
四
条
畷

第
五
六
七
回
例
会

十
一
月
二
十
一
日（
火
）

鳴
尾
Ｇ
Ｃ

第
五
六
八
回
例
会

十
二
月
十
九
日（
火
）

宝
塚
G
C

旧
コ
ー
ス

第
五
六
九
回
例
会

令
和
六
年

一
月
二
十
五
日（
木
）

花
屋
敷
G
C

ひ
ろ
の
コ
ー
ス

第
五
七
〇
回
例
会

二
月
二
十
一
日（
水
）

茨
木
国
際
G
C

第
五
七
一
回
例
会

三
月
二
十
八
日（
木
）

田
辺
Ｃ
C


